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■２面　国会スポット／女性ニュース　

■３面　読者のページ／まんが／パズル

　■４・５面　相次ぐクマの出没、被害

どうしたら？／女性　働く／ホットライ

ン　■６面　怖い熱中症／文化情報／母

の歴史　■７面　新婦人の活動／主張／

学校とジェンダーの現在地

◆７月の発行は、日号、日号、日号です。

今
週
の
紙
面

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです。あなたも一緒に

新　日　本　婦　人　の　会　目　的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生

命をまもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻

止します。

☆生活の向上、女性の権利、子どもの

しあわせのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放

をかちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平

和をうちたてます。

ナフサ不足・物価高騰深刻
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急
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で
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材
不
足
に
不
安
の
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中
小
業
者
へ
の
影
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深
刻
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ナフサって？

　原油を精製してつくられるナフサ（粗製

ガソリン）は、プラスチックや合成繊維、

塗料、合成ゴムなどの原料となる。６割は

輸入で、大半は中東諸国から。４割の国産

も中東産の原油からつくられている。どち

らもイラン戦争によるホルムズ海峡封鎖で

大きな影響を受けている。

6割の事業者が「影響ある」
（％）

全商連「ホルムズ海峡封鎖等による
影響調査」2026より
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フ
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医
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・
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
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
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す
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品
薄
に
な

て
い
る
指
定
ご
み
袋
뗊千
葉
・
松
戸
支
部
뗋

ナフサ由来のインクの供給が不安定になり、ポテトチップスのパッケージが白黒に。

ケチャップの袋はトマトのイラストを減らしている
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
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
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